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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　中心軸を上下方向に向けて天井面に埋め込まれた照明器具本体の面状光源から射出され
た光を反射させるリフレクターにおいて、
　前記中心軸を回転軸として所定形状の直線又は曲線を半回転させてできる回転面状に形
成され、前記中心軸を含んで前記壁面に平行な基準面に対して前記壁面から遠い側に配設
されて前記面状光源からの光を前記壁面側に向けて反射する壁面向け反射面を備え、
　前記壁面向け反射面は、
　下端部に、前記中心軸を含み前記基準面に直交する平面で切った断面形状が楕円の一部
である第１の反射面を有する、
　ことを特徴とするリフレクター。
【請求項２】
　前記第１の反射面は、その下端縁が、前記リフレクターのうちの前記基準面よりも前記
壁側に位置する部分の下端開口部よりも下側に位置し、
　前記楕円の一方の焦点が、前記下端開口部よりも上側でかつ前記面状光源から前記第１
の反射面に至る光の光路中に配置され、他方の焦点が、前記下端縁と同じ高さ又は前記下
端縁と前記下端開口部との間に配置されている、
　ことを特徴とする請求項１に記載のリフレクター。
【請求項３】
　前記第１の反射面は、前記一方の焦点が、前記面状光源の中心と前記下端縁とを結ぶ直
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線上に配置され、前記他方の焦点が、前記下端縁と同じ高さに配置されている、
　ことを特徴とする請求項２に記載のリフレクター。
 
【請求項４】
　前記第１の反射面は、前記一方の焦点と他方の焦点とが、同一鉛直線上に配置されてい
る、
　ことを特徴とする請求項２又は３に記載のリフレクター。
【請求項５】
　前記壁面向け反射面は、
　前記第１の反射面の上側に連続して配設されて前記面状光源からの光を前記壁面におけ
る中間部に向ける第２の反射面と、
　前記第２の反射面の上側に連続して配設されて前記面状光源からの光を、前記基準面よ
りも前記壁面側に配設された他の反射面を介して前記壁面における下部に向ける第３の反
射面と、を有する、
　ことを特徴とする請求項１ないし４のいずれか１項に記載のリフレクター。
【請求項６】
　天井面に取り付けられて使用される照明器具本体において、
　下端側に凹状のリフレクター収納部を有するボディと、
　前記リフレクター収納部の頂部に固定された面状光源と、
　フランジ部を有し、一部又は全体が前記リフレクター収納部に収納されるリフレクター
と、
　前記ボディとの間に、前記フランジ部を挟持して前記リフレクターを位置決め保持する
保持部材と、を備え、
　前記リフレクターが、請求項１ないし５のいずれか１項に記載のリフレクターである、
　ことを特徴とする照明器具本体。
 
 
 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、面状光源からの光を反射させるリフレクター及びこれを備えた照明器具本体
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、天井面等に埋め込まれた照明器具に使用されるリフレクターが提案さ
れている。
【０００３】
　このリフレクターは、全体が下向きの椀形に形成された主反射面を有している。この主
反射面は、ダウンライト等に使用される、光源光を床面に向けて下向きに反射させる反射
面である。また、主反射面の一部には、補助反射面が設けてある。この補助反射面は、主
反射面とは異なる楕円状傾斜面の複数の分割面が段部を介して連続する階段状の面によっ
て構成されている。補助反射面は、光源光を主反射面よりも上方の範囲に反射させるよう
にしている。
【０００４】
　このリフレクターを使用した照明器具を、例えば、壁面近傍の天井面に設置すれば、ウ
ォールウォッシャー効果を得ることができる。すなわち、床面だけではなく、壁面をも照
射することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００５】
【特許文献１】特開２００３－１５７７０８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上述の特許文献１の発明によれば、光源光を反射して壁面に向ける補助
反射面は、主反射面のうちの、壁面に対峙する面（主反射面を壁面に近い側と遠い側とに
２分した際の、遠い側の面）の一部にしか設けられていない。このため、壁面を照射する
ことができるといっても、極めて狭い範囲しか照射することができない。
【０００７】
　本発明は、上述した事情に鑑みてなされたものであり、床面はもちろん、天井際を含む
壁面も広範囲にわたって均斉に照射することができるリフレクター、及びこれを備えた照
明器具本体を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　請求項１の発明によれば、中心軸を上下方向に向けて天井面に埋め込まれた照明器具本
体の面状光源から射出された光を反射させるリフレクターにおいて、前記中心軸を回転軸
として所定形状の直線又は曲線を半回転させてできる回転面状に形成され、前記中心軸を
含んで前記壁面に平行な基準面に対して前記壁面から遠い側に配設されて前記面状光源か
らの光を前記壁面側に向けて反射する壁面向け反射面を備え、前記壁面向け反射面は、下
端部に、前記中心軸を含み前記基準面に直交する平面で切った断面形状が楕円の一部であ
る第１の反射面を有する、ことを特徴とする。
【０００９】
　請求項２に係る発明は、請求項１に係るリフレクターにおいて、前記第１の反射面は、
その下端縁が、前記リフレクターのうちの前記基準面よりも前記壁側に位置する部分の下
端開口部よりも下側に位置し、前記楕円の一方の焦点が、前記下端開口部よりも上側でか
つ前記面状光源から前記第１の反射面に至る光の光路中に配置され、他方の焦点が、前記
下端縁と同じ高さ又は前記下端縁と前記下端開口部との間に配置されている、ことを特徴
とする。
【００１０】
　請求項３に係る発明は、請求項２に係るリフレクターにおいて、前記第１の反射面は、
前記一方の焦点が、前記面状光源の中心と前記下端縁とを結ぶ直線上に配置され、前記他
方の焦点が、前記下端縁と同じ高さに配置されている、ことを特徴とする。
【００１１】
　請求項４に係る発明は、請求項２又は３に係るリフレクターにおいて、前記第１の反射
面は、前記一方の焦点と他方の焦点とが、同一鉛直線上に配置されている、ことを特徴と
する。
【００１２】
　請求項５に係る発明は、前記壁面向け反射面は、請求項１ないし４のいずれか１項に係
るリフレクターにおいて、前記第１の反射面の上側に連続して配設されて前記面状光源か
らの光を前記壁面における中間部に向ける第２の反射面と、前記第２の反射面の上側に連
続して配設されて前記面状光源からの光を、前記基準面よりも前記壁面側に配設された他
の反射面を介して前記壁面における下部に向ける第３の反射面と、を有する、ことを特徴
とする。
【００１３】
　請求項６に係る発明は、天井面に取り付けられて使用される照明器具本体において、下
端側に凹状のリフレクター収納部を有するボディと、前記リフレクター収納部の頂部に固
定された面状光源と、フランジ部を有し、一部又は全体が前記リフレクター収納部に収納
されるリフレクターと、前記ボディとの間に、前記フランジ部を挟持して前記リフレクタ
ーを位置決め保持する保持部材と、を備え、前記リフレクターが、請求項１ないし５のい
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ずれか１項に係るリフレクターである、ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　請求項１の発明によれば、リフレクターは、回転面状に形成されて、基準面に対し壁面
から遠い側に配設された壁面向け反射面を備え、この壁面向け反射面は、下端部に、前記
中心軸を含み前記基準面に直交する平面で切った断面形状が楕円の一部である第１の反射
面を有している。この第１の反射面は、面状光源から出た光を反射して、その反射光を壁
面における天井際に向けることが可能である。
【００１５】
　請求項２の発明によれば、面状光源から出て一方の焦点を通る光は、他方の焦点を通っ
て、天井際に向かって進むので、第１の反射面の下端縁の、下端開口部からの突出量を少
なくすることができる。
【００１６】
　請求項３の発明によれば、第１の反射面の下端縁の、下端開口部からの突出量が、０に
近い場合であっても、面状光源の中心から出て一方の焦点を通過して、第１の反射面の下
端縁で反射された光は、他方の焦点を通って、天井面と平行に進んで、壁面における天井
際に当たる。このため、天井面における壁面との境界近傍が不要に照射されることがない
。
【００１７】
　請求項４の発明によれば、楕円の一方の焦点と他方の焦点とが同一鉛直線上にあるので
、同一鉛直線上にない場合と比較して、楕円の大きさや位置を決定するのが容易となる。
なお、同一鉛直線上にないように構成することも可能である。
【００１８】
　請求項５の発明によれば、壁面向け反射面を、上下方向に３つに分けて、第１の反射面
からの反射光、第２の反射面からの反射光、第３の反射面からさらに他の反射面を介して
の反射光を、この順に壁面の上部、中間部、下部に向けることができる。ここで、壁面に
おける上部、中間部、下部とは相対的なもので、上部とは天井際を含みこれよりも下側の
領域をいい、下部とは床面近傍を含みこれよりも上側の領域をいい、中間部とは、これら
２つの領域の間の領域をいう。すなわち、壁面の天井際から床面近傍までの全体を、第１
の反射面、第２の反射面、第３の反射面による反射光により、壁面の天井際から床面近傍
までの全体を照射することができる。このため、第１の反射面、第２の反射面、第３の反
射面を、それぞれの領域を照射するのに好適な位置及び形状に設定することができ、壁面
全体をよくコントロールされた光で、均斉に照射することができる。
【００１９】
　なお、床面については、壁面向け反射面が、回転面状に形成されている等に基づき、面
状光源からの直接光で照射することが可能である。
【００２０】
　請求項６の発明によれば、上述のリフレクターを備えた照明器具本体は、上述のリフレ
クターの効果を、照明器具本体として奏することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】斜め上方から見た照明器具（ウォールウォッシャー型ダウンライト）の斜視図で
ある。
【００２２】
【図２】図１中のＸ－Ｘ線矢視図である。
【００２３】
【図３】斜め上方から見た照明器具の分解斜視図である。
【００２４】
【図４】斜め下方から見た照明器具の分解斜視図である。
【００２５】
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【図５】斜め上方から見たリフレクターの分解斜視図である。
【００２６】
【図６】斜め下方から見たリフレクターの分解斜視図である。
【００２７】
【図７】斜め上方から見たリフレクターの斜視図である。
【００２８】
【図８】（Ａ）～（Ｃ）は天井面に対する埋込フレームの取付を説明する図であり、（Ｄ
）～（Ｆ）は埋込フレームに対する照明器具本体の取付を説明する図である。
【００２９】
【図９】リフレクターの壁面上部反射面による反射光を説明する光路図である。
【００３０】
【図１０】リフレクターの壁面下部反射面、補助反射面、及び床面用反射面による反射光
を説明する光路図である。
【００３１】
【図１１】面状光源からの直接光を説明する光路図である。
【００３２】
【図１２】（Ａ），（Ｂ），（Ｃ）は照明器具本体による壁面及び床面の照射範囲を説明
する光路図である。
【００３３】
【図１３】照明器具（ダウンライト）の図１中のＸ－Ｘ線矢視図に相当する図である。
【００３４】
【図１４】斜め上方から見た照明器具（ダウンライト）の分解斜視図である。
【００３５】
【図１５】斜め上方から見たリフレクターの斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００３６】
　以下、本発明を適用した実施形態を、図面に基づいて詳述する。なお、各図面において
、同じ符号を付した部材等は、同一又は類似の構成のものであり、これらについての重複
説明は適宜省略するものとする。また、各図面においては、説明に不要な部材等は適宜、
図示を省略している。
【００３７】
　＜実施形態１＞
　図１～図１５を参照して本発明を適用した実施形態１に係る照明器具１及びリフレクタ
ー５０について説明する。
【００３８】
　このうち、図１は、斜め上方から見た照明器具１（ウォールウォッシャー型ダウンライ
ト）の斜視図である。また、図２は、図１中のＸ－Ｘ線矢視図である。また、図３は、斜
め上方から見た照明器具１の分解斜視図である。また、図４は、斜め下方から見た照明器
具１の分解斜視図である。
【００３９】
　なお、以下では照明器具１が、ウォールウォッシャー型ダウンライトである場合を例に
説明する。ここで、ウォールウォッシャー型ダウンライトとは、床面Ｆ（図１２参照）に
加え、壁面Ｗも照射する照明器具１であり、後述するようにこれに特化したリフレクター
５０を備えている。
【００４０】
　照明器具１として、ウォールウォッシャー型ダウンライトを例示する。この照明器具１
は、図１～図４に示すよう、埋込フレーム（本体取付具）１０と照明器具本体２０とを備
えており、さらに、照明器具本体２０は、ボディ３０、面状光源４０、リフレクター５０
、及びコーン（保持部材）６０を有している。
【００４１】
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　埋込フレーム１０は、筒状部１１と、その下端のフランジ部１２と、２組（複数）の取
付ベース１３と、３個（複数）の固定ばね（係合凸部）１４と、埋込フレームばね１５と
を有している。
【００４２】
　このうち、２組の取付ベース１３は、筒状部１１を周方向に２等分する位置のそれぞれ
に配設されている。取付ベース１３は、筒状部１１から立設された２本の柱状部１３ａ，
１３ａを有している。２本の柱状部１３ａ，１３ａは、間隙Ｇを介して相互に対向してい
る。柱状部１３ａには、外面側の上下上方向に、多数の凹凸部１３ｂが形成されている。
取付ベース１３は、埋込フレーム１０全体を、天井面Ｃ（図９参照）に固定する際に使用
する取付金具１６を保持するためのものである。
【００４３】
　３個の固定ばね１４は、筒状部１１を周方向に３等分する位置のそれぞれに固定されて
いる。固定ばね１４は、屈曲形状の板ばねによって形成されていて、屈曲部１４ａを筒状
部１１の内周面から内側に突出させるようにして、筒状部１１に固定されている。これら
固定ばね１４，１４…は、後述する照明器具本体２０が、埋込フレーム１０に対して上下
方向に着脱される際に、通過中のボディ３０によって退避され、コーン６０の段部６５が
対応すると、復帰してここに係合されるようになっている。
【００４４】
　埋込フレームばね１５は、セーフティワイヤ（落下防止用の索状体）１７（図８（Ｄ）
，（Ｅ）参照）の一方の端部１７ａの取付先となる。セーフティワイヤ１７の他方の端部
１７ｂは、照明器具本体２０側のボディ３０に取り付けられている。
【００４５】
　図８（Ａ）～（Ｃ）、図９を参照して、天井面Ｃに対する埋込フレーム１０の取付方法
について説明する。なお、図９は、リフレクター５０の反射面Ｆ１による反射光を説明す
る光路図であるが、この図を、埋込フレーム１０の取付方法の説明に援用する。
【００４６】
　図８（Ａ）～（Ｃ），図９に示すように、取付金具１６は、屈曲形状の板ばねである。
取付金具１６は、緩く屈曲された方形のばね部１６ａと、ばね部１６ａの一辺に連続する
幅狭の屈曲部１６ｂと、屈曲部１６ｂの端部に設けられ幅広の係合部１６ｃとを有してい
る。
【００４７】
　まず、図９に示す天井板Ｃｂに穿設された取付孔Ｈに、埋込フレーム１０の筒状部１１
を挿入し、フランジ部１２を天井面Ｃに突き当てる。この状態を維持したまま、取付ベー
ス１３に取付金具１６を取り付ける。このとき取付金具１６の屈曲部１６ｂを取付ベース
１３の２つの柱状部１３ａの間の間隙Ｇに上から挿入し、取付金具１６を動かなくなるま
で押し下げる。これにより、係合部１６ｃは、柱状部１３ａ，１３ａの内面に係合される
。また、ばね部１６ａは、その先端部が付勢力を持って天井板Ｃｂの裏面に当接され、屈
曲部１６ｂ側の一辺が、柱状部１３ａの凹凸部１３ｂに食い込む。この状態を維持して、
ねじ１８を締め付ける。ねじ１８は、屈曲部１６ｂの透孔（不図示）を貫通し、先端側を
ばね部１６ａに螺合させている。このため、ねじ１８を締め付けることにより、ばね部１
６ａをさらに変形させて係合部１６ｃ側に引き寄せることができる。これにより、ばね部
１６ａは、強い付勢力をもって、フランジ部１２との間に、天井板Ｃｂを挟持することが
できる。
【００４８】
　同様の作業を、２箇所の取付ベース１３について行うことで、埋込フレーム１０を天井
面Ｃに確実に取り付けることができる。
【００４９】
　図１～図４に戻り、照明器具本体２０について、ボディ３０から説明を始める。
【００５０】
　ボディ３０は、下端側が開口されたリフレクター収納部３１と、多数の冷却フィン３２
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とを有している。
【００５１】
　このうちリフレクター収納部３１は、下側から順に、筒状部３１ａ、円錐台状部３１ｂ
、天井部３１ｃ、及び筒状部３１ｄを有している。筒状部３１ａの下端部（以下適宜、ボ
ディ３０の下端部という。）３１ｅは、後述するリフレクター５０のフランジ部５１ａを
、コーン６０との間で、挟持する。また、筒状部３１ａの外周面には、３箇所に凹状のね
じ受け部３１ｇが設けてある。このねじ受け部３１ｇは、コーン６０をボディ３０に固定
するための固定ねじ（締結具）Ｎの先端が当接される。天井部３１ｃの下面は、光源取付
面（頂部）３１ｆとなっている。リフレクター収納部３１は、上述の筒状部３１ａ、円錐
台状部３１ｂ、及び天井部３１ｃによって、リフレクター収納空間Ｒを構成している。こ
のリフレクター収納空間Ｒには、リフレクター５０の一部又はほぼ全体が収納される。
【００５２】
　冷却フィン３２は、リフレクター収納部３１の外周面から外側に向かって放射状に延び
るように形成され、さらに上側にも延びるように形成されている。冷却フィン３２は、リ
フレクター収納部３１の外周面の周方向に沿って、等間隔で多数配設されている。
【００５３】
　ボディ３０は、面状光源４０を保持し、リフレクター５０の一部又はほぼ全体を収納し
、また、面状光源４０で発生した熱を、多数の冷却フィン３２によって放熱するものであ
る。
【００５４】
　面状光源４０は、基板４１と、この基板４１によって支持された複数（多数）のＬＥＤ
ランプ４２とを有している。複数のＬＥＤランプ４２は、ほぼ隙間なく２次元的に整列さ
れていて、全体として面状の光源を構成している。なお、上述の面状光源４０に代えて、
ＣＯＢ（チップオンボード）タイプの面状光源を使用することも可能である。
【００５５】
　面状光源４０は、その中心Ｏ（図９参照）を、照明器具１の中心軸Ｃ０に合わせて、ボ
ディ３０の光源取付面３１ｆに固定されている。なお、面状光源４０に近接して、コード
クランプ４３が配設されている。
【００５６】
　リフレクター５０は、フランジ部５１ａを有する上リフレクター５１と、下リフレクタ
ー５２とを上下方向に組み合わせて構成されている。なお、リフレクター５０については
、次のコーン６０を説明した後に詳述する。
【００５７】
　コーン６０は、円錐台状部６１と、下フランジ部６２と、上フランジ部６３と、舌片部
６４とを有している。
【００５８】
　このうち、円錐台状部６１は、上側ほど縮径された円筒状に形成されている。下フラン
ジ部６２は、円錐台状部６１の下端に設けられている。また、上フランジ部６３と円錐台
状部６１との間には、段部（係合凹部）６５が形成されている。この段部６５には、上述
の埋込フレーム１０に照明器具本体２０を係脱する際に、埋込フレーム１０側の固定ばね
（係合凸部）１４が係脱される。舌片部６４は、図示例では、８個のものが、上フランジ
部６３の上端面を周方向に８等分する位置のそれぞれに立設されている。各舌片部６４の
下端部は、内側に屈曲されていて、台座６４ａを構成している。これらの台座６４ａは、
リフレクター５０のフランジ部５１ａの下面を下方から支持するものである。また、８個
の舌片部６４のうち、３個には、雌ねじ部６４ｂが螺刻されている。ボディ３０にコーン
６０を固定する際、これら雌ねじ部６４ｂに螺合された固定ねじＮを締め付けることによ
り、固定ねじＮの先端がボディ３０のねじ受け部３１ｇを強く押し付ける。これにより、
ボディ３０にコーン６０を確実の固定することができる。
【００５９】
　次に、図２、図５～図７を参照して、リフレクター５０について詳述する。ここで、図
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２は、上述のように、図１中のＸ－Ｘ線矢視図である。図２は、図５に示す中心軸Ｃ０を
通って基準面Ｓに直交する平面で切った断面に相当する。図５は、斜め上方から見たリフ
レクター５０の分解斜視図である。なお、図５において、基準面Ｓは、中心軸Ｃ０を通り
、壁面（図１２参照）Ｗに平行な仮想平面である。この基準面Ｓに対して、壁面Ｗに近い
側を矢印Ａで示し、壁面Ｗから遠い側を矢印Ｂで示している。また、図６は、斜め下方か
ら見たリフレクター５０の分解斜視図である。また、図７は、斜め上方から見たリフレク
ターの斜視図である。
【００６０】
　リフレクター５０は、上リフレクター５１と下リフレクター５２とを上下方向に組み合
わせることによって構成されている。これら上リフレクター５１及び下リフレクター５２
は、いずれも基準面Ｓに対して、壁面Ｗに近い側（矢印Ａ側；以下単に「Ａ側」という。
）側と遠い側（矢印Ｂ側：以下単に「Ｂ側」という。））で構成が大きく異なる。
【００６１】
　上リフレクター５１は、Ａ側及びＢ側に跨るフランジ部５１ａを有している。ただし、
フランジ部５１ａは、Ａ側においては板状に、またＢ側においては鍔状に形成されている
。フランジ部５１ａにおけるＡ側には、周縁部近傍に透孔５１ｂが穿設されている。透孔
５１ｂには、固定ねじ（不図示）が上方から貫通されている。フランジ部５１ａにおける
Ａ側には、中心軸Ｃ０近傍に、半割円筒状のルーバー部５１ｃが面状光源４０に向かって
立設されている。ルーバー部５１ｃの周方向に沿っての両端には、それぞれ遮光壁５１ｄ
がほぼ基準面Ｓ上に乗る位置に設けてある。ルーバー部５１ｃ、遮光壁５１ｄ、及びフラ
ンジ部５１ａのうちのＡ側に位置する部分は、面状光源４０から出た不要な光が照明器具
本体２０から出て行くことを防止するためのものである。
【００６２】
　上リフレクター５１のＢ側には、ほぼ半割円筒状の反射板５１ｅがフランジ部５１ａの
上側と下側とに跨るように形成されている。反射板５１ｅの内周面には、ほぼ下端側ほど
縮径された反射面（壁面向け反射面）５１ｆが形成されている。この反射面５１ｆは、面
状光源４０からの光を主に壁面Ｗに向けて反射するものである。詳しくは、反射面５１ｆ
は、機能別に上下に３つに分けられていて、下から順に、第１の反射面Ｆ１、第２の反射
面Ｆ２、第３の反射面Ｆ３となっている。なお、以下では、単に、反射面Ｆ１，Ｆ２，Ｆ
３という。これら反射面Ｆ１，Ｆ２，Ｆ３は、図２に示す断面上の所定形状の線を、中心
軸Ｃ０を中心（回転軸）として半回転させてできる回転面であるといえる。
【００６３】
　反射板５１ｅには、図５に示すように、周方向に長いスリット５１ｇが形成されている
。スリット５１ｇは、その上端が、フランジ部５１ａの下面高さ位置と合うように形成さ
れている。このスリット５１ｇには、図３に示す拡散板５３の先端の突起部５３ａが挿入
される。なお、拡散板５３の後端の半円部５３ｂは、ルーバー部５１ｃの下端に対応して
いる。
【００６４】
　図６に示すように、反射面Ｆ１，Ｆ２の境界Ｂ１は、上リフレクター５１の下端５１ｈ
近傍となる。一方、反射面Ｆ２，Ｆ３の境界Ｂ２（二点鎖線で図示）は、スリット５１ｇ
の上端（フランジ部５１ａの裏面）と同じ高さ位置となる。
【００６５】
　なお、反射面Ｆ１，Ｆ２，Ｆ３については、次の、下リフレクター５２を説明した後に
詳述する。
【００６６】
　下リフレクター５２は、図２、図５～図７に示すように、Ａ側に、半割円錐台状の遮光
板５２ａを有している。遮光板５２ａの上端面５２ｂは、上リフレクター５１のルーバー
部５１ｃの下端部に対応している。遮光板５２ａの周方向の両端部には、遮光壁５２ｃが
設けてある。これら遮光壁５２ｃは、上リフレクター５１の遮光壁５１ｄに対応する位置
に設けられている。遮光壁５２ｃの上端における最外端には、スペーサ５２ｄが突設され
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ている。下リフレクター５２は、このスペーサ５２ｄをフランジ部５１ａの下面に当接さ
せることで、このフランジ部５１ａの下面と、遮光板５２ａの上端面５２ｂ及び遮光壁５
２ｃの上端との間に、上述の拡散板５３を装着するためのスペースを確保している。遮光
板５２ａの外周面には、台座５２ｅが設けられ、この台座５２ｅ上端面の雌ねじ部５２ｆ
は、上リフレクター５１の透孔５１ｂに対応している。
【００６７】
　遮光板５２ａの内面（下面）には、円錐台状の第４の反射面（壁面下部向け反射面、他
の反射面）Ｆ４（以下単に、反射面Ｆ４という。）が形成されている。図６に示すように
、反射面Ｆ４の周方向に沿っての両端には、遮光壁５２ｊが設けられている。反射面Ｆ４
は、面状光源４０から出て、反射面Ｆ３で反射された光を、さらに反射させて、その反射
光を壁面Ｗの下部又は床面Ｆに向けるものである。なお、図５に示す例では、遮光板５２
ａ、及び反射面Ｆ４は、円錐台状に形成されていて、図２に示す断面において直線状に図
示されているが、これに代えて、図２に示す断面形状が、緩やかに湾曲する曲線状であっ
てもよい。
【００６８】
　下リフレクター５２におけるＢ側には、Ａ側に続く、半割環状のカバー部５２ｇが設け
てある。カバー部５２ｇには、係合部５２ｈが突設されている。この係合部５２ｈには、
図２に示すように、上リフレクター５１の反射板５１ｅの外周面から突設された突起５１
ｊが係合される。
【００６９】
　上リフレクター５１と下リフレクター５２とは、ねじ止めされて固定される。
【００７０】
　上リフレクター５１と下リフレクター５２とを上下方向に合わせ、下リフレクター５２
側の係合部５２ｈを上リフレクター５１側の突起５１ｊに係合させ、上リフレクター５１
側の透孔５１ｂを貫通させた固定ねじ（不図示）を下リフレクター５２側の雌ねじ部５２
ｆに螺合させて締め付けることにより、上リフレクター５１と下リフレクター５２とが一
体となって、リフレクター５０を構成する。
【００７１】
　つづいて、図９～図１２を参照して、リフレクター５０の反射面Ｆ１～Ｆ４について詳
述する。
【００７２】
　このうち、図９は、リフレクター５０の反射面Ｆ１による反射光を説明する光路図であ
る。また、図１０は、リフレクター５０の反射面Ｆ２～Ｆ４による反射光を説明する光路
図である。また、図１１は、面状光源４０からの直接光を説明する光路図である。また、
図１２（Ａ），（Ｂ），（Ｃ）は照明器具本体２０による壁面Ｗ及び床面Ｆの照射範囲を
説明する光路図である。ここで、壁面Ｗから照明器具１までの距離は、例えば、６００ｍ
ｍ、また、床面Ｆから照明器具１（天井面Ｃ）までの高さは、例えば、３０００ｍｍに設
定されている。なお、これら図９～図１２は、図２に示す断面と同じ断面を示している。
【００７３】
　反射面Ｆ１～Ｆ４のうち、反射面Ｆ１は、楕円の一部によって形成されている。反射面
Ｆ１の下端縁Ｄは、反射面Ｆ４の下端開口部Ｋよりも下方に突出されている。この下端開
口部Ｋは、基準面Ｓに対して壁面Ｗに近い側に位置する部分の下端開口部となる。反射面
Ｆ１は、一方の焦点ｆ１が下端開口部Ｋよりも上側でかつ面状光源４０から反射面Ｆ１に
至る光の光路中に配置され、他方の焦点ｆ２が下端開口部Ｋよりも下側でかつ下端縁Ｄと
下端開口部Ｋとの間の高さ位置に配置されている。また、一方の焦点ｆ１と他方の焦点ｆ
２とは、同一鉛直線上に配置されている。つまり、楕円の長軸Ｘａが鉛直方向を向いてい
る。
【００７４】
　さらに、好ましくは、反射面Ｆ１は、一方の焦点ｆ１が、面状光源４０の中心Ｏと下端
縁Ｄとを結ぶ直線上に配置され、他方の焦点ｆ２が、下端縁Ｄを通る水平線上に配置され
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ているとよい。本実施形態では、この構成を採用している。
【００７５】
　これにより、面状光源４０から出て、一方の焦点ｆ１を通って反射面Ｆ１の下端縁Ｄ近
傍で反射された光は、他方の焦点ｆ２を通って、天井面Ｃとほぼ平行に進み、壁面Ｗにお
ける天井際を良好に照らすことができる。そして、反射面Ｆ１全体としては、図１２（Ａ
）に示すように、天井際を含む、壁面Ｗの上部を照射することができる。
【００７６】
　反射面Ｆ２は、下端が反射面Ｆ１に滑らかに連続し、少しずつ中心軸から離れながら上
方に延びる直線状に形成されている。また、反射面Ｆ３は、反射面Ｆ２と同一の直線状に
配置されている。なお、反射面Ｆ２，Ｆ３は、緩やかに湾曲する曲線状であってもよい。
さらに、反射面Ｆ４は、上端側ほど中心軸Ｃ０に近づく、傾斜した直線状に形成されてい
る。さらに、反射面Ｆ４の傾斜角度は、面状光源４０からでた直接光は当たらないが、面
状光源４０から出て反射面Ｆ３で反射された反射光は当たるように設定されている。
【００７７】
　図１０、図１２（Ｂ）に示すように、反射面Ｆ２は、面状光源４０から出た光を壁面Ｗ
に向けて反射し、壁面Ｗの中間部を照射する。また、反射面Ｆ３は、面状光源４０から出
た光を反射面Ｆ４に向けて反射し、反射面Ｆ４は、反射面Ｆ３からの反射光をさらに壁面
Ｗに向けて反射し、壁面Ｗの下部を照射する。
【００７８】
　なお、反射面Ｆ１～Ｆ４によって照射される壁面Ｗの上部、中間部、下部とは相対的な
ものであり、これらは適宜オーバーラップされる。
【００７９】
　図１１に示すように、面状光源４０からの直接光は、反射面Ｆ４の上端内端縁の半円形
のエッジＥ１、及びカバー部５２ｇの内端縁の半円状のエッジＥ２によって規制されるグ
レアカットアングルで照明器具本体２０から出射されて、床面Ｆを照射する。なお、以上
では、カバー部５２ｇの内端縁がエッジＥ２となる場合を説明したが、例えば、カバー部
５２ｇの内端縁よりも、反射面Ｆ３の下端縁Ｄの方が内側に位置する場合には、この下端
縁ＤがエッジＥ２となる。
【００８０】
　このように、リフレクター５０によると、上述の反射面Ｆ１～Ｆ４、及びエッジＥ１、
Ｅ２により、壁面Ｗにおける天井際を含む上部、中間部、下部、及び床面Ｆを制御性の高
い反射光、及び直接光によって良好に照射することができる。
【００８１】
　図１３は、照明器具１とは異なる照明器具（ダウンライト）２の、図２に相当する図で
ある。また、図１４は、照明器具２として例示するダウンライトの、斜め上方から見た斜
視図である。この照明器具２は、図３に示す照明器具１（ウォールウォッシャー型ダウン
ライト）と比較すると、埋込フレーム１０、ボディ３０、面状光源４０、及びコーン６０
が同様（共通）であり、リフレクター５０Ａ、及び拡散板５３Ａが異なる。リフレクター
５０Ａは、図１５に示すように、ほぼ椀状に形成されていて、内側に反射面を有し、さら
に下端にはフランジ部５１Ａを有している。このフランジ部５１Ａは、鍔状に形成されて
いて、照明器具１のリフレクター５０のフランジ部５１ａのうちの、外周側に位置する部
分とほぼ同形である。この部分は、ボディ３０とコーン６０とによって挟持される部分で
ある。つまり、ボディ３０とコーン６０とによってフランジ部を挟持するという点に限れ
ば、リフレクター５０のフランジ部５１ａと、リフレクター５０Ａのフランジ部５１Ａと
は同じであるといえる。
【００８２】
　上述のように、照明器具１，２は、拡散板５３，５３Ａを除くと、リフレクター５０，
５０Ａ以外の、埋込フレーム１０、ボディ３０、面状光源４０、及びコーン６０がすべて
共通である。さらに、相互に異なるリフレクター５０，５０Ａについてもそれぞれのフラ
ンジ部５１ａ，５１Ａが同じである。このため、例えば、照明器具１のリフレクター５０
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を、リフレクター５０Ａに交換して、照明器具２を構成することは、容易である。逆も同
様である。すなわち、照明器具２のリフレクター５０Ａをリフレクター５０に交換して照
明器具１を構成することも容易である。
【００８３】
　なお、拡散板５３，５３Ａは、必要に応じて適宜配設すればよく、省略することも可能
である。
【００８４】
　このように、種々の機能に特化した、フランジ部が同様のリフレクターを複数種準備し
ておき、照明シーンに合わせて、リフレクターを交換することにより、照明器具を他の照
明器具として利用することができる。
【００８５】
　以上説明した、照明器具１は、天井面Ｃに固定される埋込フレーム１０と、照明器具本
体２０とを備えている。照明器具本体２０は、面状光源４０が固定されたボディ３０にコ
ーン６０をねじ止めして固定する。このとき、ボディ３０とコーン６０とによって、リフ
レクター５０のフランジ部５１ａを挟持することで、リフレクター５０を保持することが
できる。つまり、リフレクター５０を取り付けるための専用の作業は不要であり、ボディ
３０にコーン６０をねじ止めすのと並行して、リフレクター５０を位置決め保持すること
が可能である。このため、リフレクター５０は、同様のフランジ部を有する他のリフレク
ターに比較的容易に交換することができる。
【００８６】
　また、こうして一体化された照明器具本体２０の埋込フレーム１０に対する着脱も天井
面Ｃの下方から比較的簡単に行える。すなわち、図８（Ｄ）～（Ｆ）に示すように、まず
、他方の端部１７ｂが照明器具本体２０に取り付けられているセーフティワイヤ１７の一
方の端部１７ａを、埋込フレーム１０側の埋込フレームばね１５に取り付ける。その後、
（Ｆ）に示すように、照明器具本体２０を、そのコーン６０の外面を両手でつかんで、埋
込フレーム１０の内側に挿入しつつ、上方に持ち上げる。そして、通過中のボディ３０に
よって退避されていた埋込フレーム１０側の固定ばね１４は、コーン６０の段部６５が到
達すると、付勢力により復帰して、段部６５に付勢力を持って係合される。これにより、
照明器具本体２０は、埋込フレーム１０に対して位置決め固定される。
【００８７】
　なお、埋込フレーム１０から照明器具本体２０を取り外す際には、上述の取付時と逆の
手順を踏むことにより、簡単に取り外すことができる。
【００８８】
　以上のように、照明器具本体２０におけるリフレクター５０の交換が容易であり、埋込
フレーム１０に対する照明器具本体２０の着脱が容易である。したがって、天井面Ｃに一
旦セットされた照明器具１において、シーンに応じて、リフレクターを簡単に使い分ける
ことができる。例えば、照明器具１をウォールウォッシャー型ダウンライトとして使用す
る場合には、これに特化したリフレクター５０を使用することで、床面Ｆ及び壁面Ｗを最
適な配向の下で照射することができる。また、照明器具１をダウンライトとして使用する
場合には、これに特化したリフレクター５０Ａを使用することで、床面Ｆを最適な配向の
下で照射することができる。さらに、これらのリフレクター５０，５０Ａに限定されず、
他の機能に特化したリフレクターを使用すれば、他の照明器具を構成することができる。
つまり、リフレクター以外の他の部材はほとんどそのまま流用して、他の照明器具を構成
することができる。
【００８９】
　以上説明したリフレクター５０は、上述の反射面Ｆ１～Ｆ４、及びエッジＥ１、Ｅ２に
より、壁面Ｗにおける天井際を含む上部、中間部、下部、及び床面Ｆを制御性の高い反射
光、及び直接光によって良好に照射することができる。
【００９０】
　上述の反射面Ｆ１を有することにより、壁面Ｗにおける天井際を含む壁面の上部を制御
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性の高い光で良好に照射することができる。
【００９１】
　また、上述の反射面Ｆ１～Ｆ４を有することにより、壁面Ｗの上部を反射面Ｆ１により
、中間部を反射面Ｆ２により、そして、反射面Ｆ３，Ｆ４により下部を照明することがで
き、壁面Ｗ全体を制御性の高い光で照明することができる。
【００９２】
　また、エッジＥ１，Ｅ２を設けることで、面状光源４０から出て床面Ｆを照射する直接
光の光量を絞ることができる。
【００９３】
　最後に、照明器具１、照明器具本体２０、リフレクター５０の作用、効果をまとめて記
載する。なお、一部、上述と重複する部分がある。
【００９４】
　・ボディ３０、面状光源４０、リフレクター５０、及びコーン６０を有する照明器具本
体２０は、面状光源４０がボディ３０に固定され、また、リフレクター５０がボディ３０
とコーン６０との間で挟持されるので、ボディ３０に対してコーン６０を固定することに
より、全体を一体的に構成することができる。逆に言うと、ボディ３０からコーン６０を
取り外すことにより、リフレクター５０を簡単に取り外し、取り付けることができる。つ
まり、同様のフランジ部を有するリフレクターであれば、複数種の、それぞれの機能が照
明シーンに合わせて特化された専用のリフレクターに容易に交換することができる。
【００９５】
　全体が一体的に構成された照明器具本体２０は、天井面Ｃの取付孔Ｈに固定された埋込
フレーム１０に対して下方から着脱することができる。
【００９６】
　このように、照明器具１は、天井面Ｃに埋め込むようにして設置した後であっても、下
方から照明器具本体２０の全体を取り外し、さらに、ボディ３０からコーン６０を取り外
すことにより、リフレクター５０を簡単に交換することができる。このため、照明シーン
に合わせて、機能が特化したリフレクターを使用することによって、最適な光の制御を行
うことができる。
【００９７】
　・照明器具本体２０は、ボディ３０、面状光源４０、コーン６０は、共通で使用し、リ
フレクターを交換することにより、例えば、床面Ｆ専用のリフレクター５０Ａによって床
面Ｆを、また、床面Ｆ及び壁面Ｗ専用のリフレクター５０によって床面Ｆ及び壁面Ｗを、
最適に制御された光により照射することができる。
【００９８】
　・照明器具本体２０は、ボディ３０とコーン６０とが固定ねじＮで固定されているので
、この固定ねじＮを取り外さない限り、両者を分解することができない。さらに、固定ね
じＮは、照明器具本体２０が所定の取付位置に装着された状態においては、下方から視認
、及びアクセスすることができない。つまり、下方から、照明器具本体２０の全体を埋込
フレーム１０から取り外すつもりで、誤って固定ねじＮを取り外してしまうおそれがない
。さらに言うと、天井面Ｃの下方から照明器具１に対して行える作業は、照明器具本体２
０を全体として、埋込フレーム１０から取り外し、また、取り付ける作業に限定される。
【００９９】
　・照明器具１は、コーン６０に段部６５が設けられ、埋込フレーム１０には、弾性変形
して退避可能な固定ばね１４が設けられている。このため、埋込フレーム１０から照明器
具本体２０を取り外す際には、単に、照明器具本体２０を下方に（強く）引くことにより
、工具等を使用することなく簡単に取り外すことができる。逆に、埋込フレーム１０に照
明器具本体２０を取り付ける際には、単に、照明器具本体２０を下方から上方に押し上げ
ることにより、工具等を使用することなく簡単に取り付けることができる。
【０１００】
　・照明器具１に対して、天井面Ｃの下方から行える作業は、埋込フレーム１０に対して
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照明器具本体２０を着脱する作業に限定されるところ、埋込フレーム１０と照明器具本体
２０とは、セーフティワイヤ１７で連結されているので、着脱作業中に、照明器具本体２
０の全体あるいはその一部（例えば、コーン６０）が落下するおそれはない。
【０１０１】
　・リフレクター５０は、回転面状に形成されて、基準面Ｓに対し壁面Ｗから遠い側に配
設された壁面向け反射面５１ｆを備え、この壁面向け反射面５１ｆは、下端部に、中心軸
Ｃ０を含み基準面Ｓに直交する平面で切った断面形状が楕円の一部である第１の反射面Ｆ
１を有している。この第１の反射面Ｆ１は、面状光源４０から出た（射出された）光を反
射して、その反射光を壁面Ｗにおける天井際に向けることが可能である。
【０１０２】
　・反射面Ｆ１にあっては、面状光源４０から出て一方の焦点ｆ１を通る光は、他方の焦
点ｆ２を通って、天井際に向かって進むので、反射面Ｆ１の下端縁Ｄの、下端開口部Ｋか
らの突出量を少なくすることができる。
【０１０３】
　・反射面Ｆ１は、その下端縁Ｄの、下端開口部Ｋからの突出量が、０に近い場合であっ
ても、面状光源の中心から出て一方の焦点を通過して、第１反射面の下端縁で反射された
光は、他方の焦点ｆ２を通って、天井面Ｃと平行に進んで、壁面Ｗにおける天井際に当た
る。このため、天井面Ｃにおける壁面Ｗとの境界近傍が不要に照射されることがない。
【０１０４】
　・反射面Ｆ１は、楕円の一方の焦点ｆ１と他方の焦点ｆ２とが同一鉛直線上にあるので
、同一鉛直線上にない場合と比較して、楕円の大きさや位置を決定するのが容易となる。
なお、鉛直線上にないように構成することも可能である。
【０１０５】
　・リフレクター５０は、壁面向け反射面５１ｆを、上下方向に３つに分けて、第１の反
射面Ｆ１からの反射光、第２の反射面Ｆ２からの反射光、第３の反射面Ｆ３からさらに他
の反射面Ｆ４を介しての反射光を、この順に壁面Ｗの上部、中間部、下部に向けることが
できる。ここで、壁面Ｗにおける上部、中間部、下部とは相対的なもので、上部とは天井
際を含みこれよりも下側の領域をいい、下部とは床面Ｆ近傍を含みこれよりも上側の領域
をいい、中間部とは、これら２つの領域の間の領域をいう。すなわち、壁面Ｗの天井際か
ら床面Ｆ近傍までの全体を、第１の反射面Ｆ１、第２の反射面Ｆ２、第３の反射面Ｆ３に
よる反射光により、壁面Ｗの天井際から床面Ｆ近傍までの全体を照射することができる。
このため、第１の反射面Ｆ１、第２の反射面Ｆ２、第３の反射面Ｆ３を、それぞれの領域
を照射するのに好適な位置及び形状に設定することができ、壁面Ｗ全体をコントロール性
の高い光で、均斉に照射することができる。
【０１０６】
　なお、床面Ｆについては、壁面向け反射面５１ｆが、回転面状に形成されている等に基
づき、面状光源４０からの直接光で照射することが可能である。
【０１０７】
　・回転面状に形成された反射面Ｆ４は、基準面Ｓに対して壁面Ｗに近い側に配設されて
いるにもかかわらず、壁面向け反射面５１ｆからの反射光の一部を、壁面Ｗにおける下部
に向けて反射して、この領域を照射することができる。さらに、遮光板５２ａは、面状光
源４０から出て、直接光として照明器具本体２０から出て行く直接光を規制することがで
きる。
【０１０８】
　・反射面Ｆ４は、円錐台状に形成されていて、面状光源４０に近い上端側ほど縮径され
ているので、上端内周縁のエッジＥ１は、面状光源４０に近い位置で、面状光源４０から
出て、照明器具本体２０から直接出て行く直接光の光量を調整することができるため、面
状光源４０から遠い位置の場合と比較して、光量の調整が容易である。
【０１０９】
　・反射面Ｆ４には、面状光源４０からの直接光は当たらないので、反射光のコントロー
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【０１１０】
　・反射面Ｆ４は、ルーバー部５１ｃにより、面状光源４０から出た光の一部が、不要な
箇所に進むのを防止することができる。
【符号の説明】
【０１１１】
　１　　　照明器具
　１０　　埋込フレーム（本体取付具）
　１４　　固定ばね（係合凸部）
　１７　　セーフティワイヤ（落下防止用の索状体）
　２０　　照明器具本体
　３０　　ボディ
　３１ｆ　（頂部）
　３１ｇ　係合凹部
　４０　　面状光源
　５０　　リフレクター（ウォールウォッシャー型ダウンライトに使用するリフレクター
）
　５０Ａ　リフレクター（ダウンライトに使用するリフレクター）
　５１ａ，５１Ａ　　フランジ部
　５１ｃ　ルーバー部
　５１ｆ　壁面向け反射面
　５２ａ　遮光板
　６０　　コーン（保持部材）
　６５　　係合凹部
　Ｃ　　　天井面
　Ｃ０　　中心軸
　Ｄ　　　下端縁
　Ｅ１　　エッジ（上端内周縁）
　Ｅ２　　エッジ
　Ｆ１　　第１の反射面
　Ｆ２　　第２の反射面
　Ｆ３　　第３の反射面
　Ｆ４　　第４の反射面（壁面下部向け反射面、他の反射面）
　ｆ１　　一方の焦点
　ｆ２　　他方の焦点
　Ｈ　　　取付孔
　Ｋ　　　下端開口部
　Ｎ　　　固定ねじ（締結具）
　Ｒ　　　リフレクター収納部
　Ｓ　　　基準面
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